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「心身障害者と地域」の研究に取り組むに当って,我々はその理念を,『国際障害者年行動

計画の概念と主な原則』で代替できると考えている。 

すなわち,「障害者を閉め出す社会は弱く,もろい社会である。障害は個人とその環境との

関係において生ずる。その解決は全体的に考えられるべきである。これらを通して,障害を

持つ人々の社会への完全参加と平等が確保されて行かねばならない。」 

我々は,コミュニティケアに対する二つの視点をここで定めた。 

一つは,現在の都市社会では,一般住民が提起する文化,医療,福祉,教育等の問題がハンデ

ィを持つ者の上には顕著な形で表われてくる。第二の視点は,かかる問題の背景には,核家

族化による問題処理能力の低下現象が挙げられる。即ち,かつては,家族なり地域で対処(知

恵の伝達)してきた問題(悩み)が大都市(核家族)化によって知恵の継承が不可能になり,社

会問題化していった。その結果,行政需要の増加による方策がとられ,より客観的,専門的に

なった半面,当事者が提起する問題とは疎遠になりやすいという新たな問題を生み出した。 

以上が,家族と専門分野との間に,地域でのコミュニティケアが必要とされる理由である。 

本研究は,この二つの視点から,その構造解明に取り組むと同時に新しい地域福祉体系の確

立を模索しようとするものである。 


